趙の 邯鄲の 都に 住む 紀昌 という 男が、 天下 第一 の 

弓の 名人に なろうと 志 を 立てた。 己の 師と 頼むべき 

人物 を 物色す るに、 当今 弓矢 をと つて は、 名手. 飛衛 

およ へだ リ ゆうよう 

に 及ぶ 者が あろうと は 思われぬ。 百 歩 を 隔てて 柳 葉 

を 射る に 百発百中 するとい う 達人 だそう である。 紀昌 

は遥々 飛衛 をたず ねて その 門に 入った。 

飛衛は 新入の 門人に、 まず 瞬きせ ざる こと を 学べ 

と 命じた。 紀昌は 家に 帰り、 妻の 機織ム ^ の 下に 潜り込 

あおむ め 

んで、 そこに 仰向けに ひっくり返った。 眼と すれすれ 

まねき み つ 

に 機躡が 忙しく 上下 往来す るの を じ つ と 瞬かずに 見 詰 

めて いようと いう 工夫で ある。 理由 を 知らない 妻は大 



おどろ みょう おっと 

いに 驚いた。 第一、 妙な 姿勢 を 妙な 角度から 良人に 

視 かれて は 困る という。 厭が る 妻 を 紀昌は 叱りつ けて、 

無理に 機 を 織り 続けさせた。 来る日も来る日も 彼 はこ 

の 可笑しな 恰好で、 瞬きせ ざる 修練 を 重ねる。 二 年の 

のち あわた まねき まつげ かす 

後に は、 遽 だしく 往返す る牽 挺が 睫毛 を 掠めても、 絶 

えて 瞬く ことが なくなった。 彼 はよう やく 機の 下から 

匍 出す。 もはや、 鋭利な 錐の 先 を もって 瞼 を 突かれ 

て も、 まばたき をせ ぬまでに なって いた。 不意に 火の 

こ とつぜん はいかぐら 

粉が 目に 飛 入ろうと も、 目の前に 突然 灰神楽が 立とう 

とも、 彼 は 決して 目 をパチ つかせない。 彼の 瞼 はも は 

やそれ を 閉じるべき 筋肉の K 用法 を 忘れ 果て、 夜、 



やはず さ 

飛来った 第二 矢 は 誤たず 第一 矢の 括に 中って 突き刺 

さり、 更に 間髪を入れず 第三 矢の 鏃が 第二 矢の 括に 

く しし はつ はつ 

ガッシ と 喰い 込む。 矢 矢 相 属し、 発 発 相 及んで、 後 矢 

の鏃は 必ず 前 矢の 括に 喰 入る が 故に、 絶えて 地に 墜ち 

る ことがない。 瞬く 中に、 百 本の 矢 は 一本の ごとくに 

相 連なり、 的から 一 直線に 続いた その 最後の 括 はなお 

弦を銜 むが ごとくに 見える。 傍で 見て いた 師の 飛衛も 

思わず 「善し！」 と 言った。 

二月の 後、 たまたま 家に 帰って 妻と いさかい をした 

おど うご-つ きえい 

紀昌が これ を 威そうと て 烏 号の 弓に 綦衛の 矢 をつ がえ 

ひきしぼ 

きりり と 引 絞って 妻の 目 を 射た。 矢 は 妻の 睫毛 三本 を 



さと 

悟った 紀昌の 心に、 成功したならば 決して 生じな かつ 

ち が ざんき こつえん 

たに 違いない 道義 的 慚愧の 念が、 この 時忽焉 として 

わきおこ だつ あんど 

湧 起った。 飛衛の 方で は、 また、 危機 を 脱し 得た 安堵 

ぎリ よう- にく 

と 己が 伎倆に ついての 満足と が、 敵に 対する 憎しみ を 

かけよ 

すっかり 忘れさせた。 二人 は 互いに 躯寄 ると、 野原の 

まんなか あいいだ なみだ 

真中に 相 抱いて、 しばし 美しい 師弟 愛の 涙に かきく 

れた。 (こうした 事 を 今日の 道義 観 を もって 見る の は 

当らない。 美食家の 1> ^の桓 公が 己の いまだ 味わった こ 

ちんみ ちゅうさい えきが むすこ 

とのない 珍味 を 求めた 時、 厨 宰の易 牙 は 己が 息子 を 

むしゃき さい しん 

蒸 焼に して これ をす すめた。 十六 歳の 少年、 秦 の始皇 

あいしょう おそ 

帝 は 父が 死んだ その 晩に、 父の 愛妾 を 三度 襲うた。 



すべ て そのような 時代の 話で ある。) 

涙に くれて 相 擁しながら も、 再び 弟子が かかる 企り 

はな は 

み を 抱く ような ことがあって は 甚だ 危 いと 思った 飛 

衛は、 紀昌に 新たな 目標 を 与えて その 気 を 転ずる にし 

く はない と 考えた。 彼 はこの 危険な 弟子に 向って 言つ 

た。 もはや、 伝うべき ほどの こと はこと ごとく 伝えた- 

なんじ うんのう 

彌が もし これ 以上 この 道の 蘊奥 を 極めたい と 望むな 

らば、 ゆいて 西の方 大 行の 嶮に攀 じ、 霍 山の頂 を 極め 

かんよう ここん むな しどう 

よ。 そこに は甘蠅 老師と て 古今 を曠 しゅうす る 斯道の 

大家が おられる はず。 老師の 技に 比べれば、 我々 の 射 

じ ぎ 

の ごとき は ほとんど 児戯に 類す る。 彌の師 と 頼むべき 



を 過ぎる 15、 紀昌の 家の 屋上 で 何者の 立てる とも 知 

れぬ 弓弦の 音が する。 名人の 内に 宿る 射 道の 神が 主人 

ねむ ぬ ようま はら 

公の 唾って いる 間に 体内 を 脱け 出し、 妖魔 を 払うべく 

徹宵 守護に 当ってい るの だとい う。 彼の 家の 近くに 

住む 一 商人 は ある 夜 紀昌の 家の 上空で、 雲に 乗った 紀 

め ずら いにしえ げぃ 

昌が 珍しく も 弓 を 手に して、 古の 名人. 羿と養 由 基 

の 一 一人 を 相手に 腕比べ をして いるの を 確かに 見た と 言 

い 出した。 その 時 三 名人の 放った 矢 は それぞれ 夜空に 

青白い 光芒 を曳き つ つ 参 宿 と 天狼星との 間に 消去 つ 

たと。 紀昌の 家に 忍び入ろ うとした ところ、 塀に 足 を 

掛けた 途端に 一 道の 殺気が 森閑とした 家の 中から 奔り 



出て まともに 額 を 打った ので、 覚えず 外に b 落した 

と 白状した 盗賊 も ある。 爾来、 邪心 を 抱く 者 共 は 彼の 

さ まわ かしこ 

住居の 十 町 四方 は 避けて 廻り 道 をし、 賢 い 渡り鳥 共 

は 彼の 家の 上空 を 通らな くな つ た。 

雲と 立罩 める 名声の ただ 中に、 名人 紀昌は 次第に 老 

いて 行く。 既に 早く 射 を 離れた 彼の 心 は、 ますます 

枯淡 虚静の 域に はいって 行った ようで ある。 木 偶の ご 

とき 顔 は 更に 表情 を 失い、 語る こと も 稀と なり、 つい 

に は 呼吸の 有無 さえ 疑われる に 至った。 「既に、 我と 

彼との 別、 是と 非との 分 を 知らぬ。 眼 は 耳の ごとく、 

耳 は 鼻の ごとく、 鼻 は 口の ごとく 思われる。」 というの 



いの だから。 

その 話と いうの は、 彼の 死ぬ 一 二 年 前の ことら しい。 

ある 日 老いた る 紀昌が 知人の 許に 招かれて 行った とこ 

みお ぼ 

ろ、 その 家で 一 つの 器具 を 見た。 確かに 見憶えの ある 

道具 だが、 どうしても その 名前が 思 出せぬ し、 その 

ようと たず 

用途 も 思い当らない。 老人 は その 家の 主人に 尋ねた。 

それ は 何と 呼ぶ 品物で、 また 何に 用いる のかと。 主人 

じょ-つ だん 

は、 客が 冗談 を 言って いるとの み 思って、 ニヤ リ とと 

ぼけた 笑い 方 をした。 老紀昌 は 真剣に な つ て 再び 尋ね 

あいまい - つか 

る。 それでも 相手 は 曖昧な 笑 を 浮べて、 客の 心 を はか 

りかね た 様子で ある。 三度 紀昌が 真面目な 顔 をして 同 



じ 問 を 繰返した 時、 始めて 主人の 顔に 驚愕の 色が 現 

れた。 彼 は 客の 眼 を 凝 乎と 見詰める。 相手が 冗談 を 

言って いるので もな く、 気が狂って いるので もな く、 

また 自分が 聞き違え をして いるので もな いこと を 確か 

きょうふ ろうばい ども 

める と、 彼 は ほとんど 恐怖に 近い 狼狽 を 示して、 吃り 

ながら 叫んだ。 

「ああ、 夫子が、 I 古今 無双の 射の 名人た る 夫子が、 

弓 を 忘れ 果てられた とや？ ああ、 弓と いう 名 も、 そ 

の 使い 途 も！」 

その後 当分の 間、 邯鄲の 都で は、 画家 は 絵筆 を 隠し、 

楽人 は 瑟の紋 を 断ち、 工匠 は 規矩 を 手に する の を 恥 
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